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大多喜ダム検証報告書正誤表 

頁 箇所 誤 正 

１ 1. 検討経緯 

  

（追記） 

大多喜ダム建設事業の再評価は、南房総広域水

道企業団の参画中止（H19.5）に伴い行うものである

ため、「洪水調節」、「流水の正常な機能の維持」を

目的とした河川単独事業を「現計画」として再評価を

行う。 

 

※大多喜ダム検証報告書の記載について、「現計画」

が示す計画を明確化するため、本報告書に追記修正

しました。 

 

 

９ 
2.4.3 近年の渇水流量 

（3 行目～4 行目） 

 

 

これは、灌漑面積が減少傾向にあることや、計画後

に平沢ダム(農業ダム)が供用開始されたことなどによ

るものと考えられる。 

 

（誤記） 

夷隅川流域の既得用水の現状としては、灌漑面積

が減少傾向にあること、また、農業利水者間相互で渇

水時の水利用の効率化が図られていることから、計画

時より河川流況が改善しているものと考えられる。 

 

※大多喜ダム地点の流況に対してではなく、夷隅川

流域の河川流況に係る内容であるため、適切な表現

に修正しました。 

 

 

 


